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次の朝、ジョージさんに道を教えられ、ぼくらはフォーサイドへ。
砂漠を抜けて、トンネルをくぐり、陸橋を渡ると眼前に大きなビルが立ち並ぶ近代的な街
が現れた。街の入口には、『フォーサイドへようこそ/モノモッチ・モノトリー』と書かれた
大きな看板が。そこにはまた、テカテカした顔のおじさんが笑っている絵が描かれていた。
「ようこそ、フォーサイドへ!あなたたち、この街ははじめて?
街について、キョロキョロとしていたぼくらに、親切そうなおばさんが声をかけてきた。
「この街は、モノトリーさんが活躍するようになってとても発展したのよ!」
すると、それを聞いていた近くのおじさんが
「何いってんだい、あんた。街は便利になったが、人情ってやつが薄れちまった。それにモ
ノトリーは、悪魔と取り引きしてるって噂もあるんだぜ」と口をはさんできた。
「そうそ、なんだか物騒なヤツらがうろつきだしたし」
と、これまた近くのお姉さんが話に加わってきてケンケンガクガク始まった。
ほくらは話に加わることもできないのでそっとその場を去ると、街を探索することにした。
それにしても、街の実力者・モノトリー氏かあ。実際はどんな人なんだろう……。

